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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサを備えたワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　前記プロセッサは、少なくとも一部は、
　前記ＷＴＲＵがそれで動作するように構成された１つまたは複数のアップリンクキャリ
アを識別し、前記１つまたは複数のアップリンクキャリアのそれぞれは１つまたは複数の
グループインデックスのうちのグループインデックスに関連付けられており、
　１つまたは複数のサービングセルセットを決定し、前記１つまたは複数のサービングセ
ルセットのそれぞれは構成されたアップリンクコンポーネントキャリア（ＵＬ　ＣＣセッ
ト）を有する少なくとも１つのサービングセルを含み、前記ＵＬ　ＣＣセットのそれぞれ
は前記１つまたは複数のグループインデックスのうちのグループインデックスに関連付け
られており、前記ＵＬ　ＣＣセットのそれぞれは前記アップリンクキャリアのうちの１つ
または複数を備え、前記１つまたは複数のアップリンクキャリアは前記ＵＬ　ＣＣセット
が関連付けられたグループインデックスと同じグループインデックスに関連付けられてお
り、各々のＵＬ　ＣＣセットを備える前記１つまたは複数のアップリンクキャリアのそれ
ぞれは１つまたは複数のタイミングアドバンス（ＴＡｓ）のうちの同じタイミングアドバ
ンス（ＴＡ）で動作し、前記ＵＬ　ＣＣセットのそれぞれはＴＡ基準を提供する各々に関
連づけられたダウンリンク（ＤＬ）キャリアを有し、前記ＵＬ　ＣＣセットのそれぞれは
前記１つまたは複数のＴＡｓのうちの各々のＴＡを用いるように構成されており、
　第１のＤＬキャリアからＴＡ値を識別し、
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　前記第１のＤＬキャリアが前記ＴＡ基準を提供するＵＬ　ＣＣセットを識別し、
　前記第１のＤＬキャリアが前記ＴＡ基準を提供する前記ＵＬ　ＣＣセットに対応する前
記１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの少なくとも１つを識別し、
　前記第１のＤＬキャリアが前記ＴＡ基準を提供する前記ＵＬ　ＣＣセットに対応する前
記１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの前記少なくとも１つに前記ＴＡ値を適
用するように構成されたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２】
　前記プロセッサは、
　少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットを選択し、
　前記選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣについて、ランダムアクセスチャネル（Ｒ
ＡＣＨ）通信が可能な前記１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの少なくとも１
つを識別し、
　前記選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣについて、前記識別された１つまたは複数
のアップリンクキャリアのうちの少なくとも１つでＲＡＣＨ通信を開始し、
　前記ＲＡＣＨ通信に応答してＴＡ値を受信するようにさらに構成されたことを特徴とす
る請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３】
　前記ＴＡ値は、前記ＲＡＣＨ通信に応答して受信されたランダムアクセス応答メッセー
ジで受信されたタイミングアドバンスコマンドを使用して適用されることを特徴とする請
求項２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４】
　前記選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットは、関連付けられたタイムアライメ
ントタイマ（ＴＡＴ）を有しており、前記プロセッサは、前記ＴＡＴを開始し、または前
記ＴＡＴを再開するようにさらに構成されたことを特徴とする請求項２に記載のＷＴＲＵ
。
【請求項５】
　前記タイミングアドバンスコマンドは、タイミングアドバンスコマンドメディアアクセ
ス制御（ＭＡＣ）制御要素をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットは、それぞれの周波数帯に対応し、前記プロセ
ッサは、
　前記ダウンリンクキャリアに対応する周波数帯を識別し、
　その各々の周波数帯が前記ダウンリンクキャリアの前記周波数帯に対応する前記１つま
たは複数のＵＬ　ＣＣセットのうちの少なくとも１つを識別し、
　前記１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットのうちの前記識別された少なくとも１つを備え
る前記１つまたは複数のアップリンクキャリアのそれぞれに前記ＴＡ値を適用するように
さらに構成されたことを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　前記選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットは、個別の物理アップリンク制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ）構成を有する少なくとも１つのアップリンクキャリアを含み、前記
プロセッサは、前記ＴＡＴが終了すると、前記ＰＵＣＣＨに対応するリソース上で送信す
るのをやめるようにさらに構成されたことを特徴とする請求項４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項８】
　前記選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットは、個別の物理アップリンク制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ）構成またはサウンディング基準信号（ＳＲＳ）構成のうちの少なく
とも１つを有する少なくとも１つのアップリンクキャリアを含み、前記プロセッサは、前
記ＴＡＴが終了すると、前記ＰＵＣＣＨ構成または前記ＳＲＳ構成の少なくとも一部を削
除するようにさらに構成されることを特徴とする請求項４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記ＴＡＴが終了すると、前記選択された少なくとも１つのＵＬ　
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ＣＣセットに対応する１つまたは複数のハイブリッド自動反復要求（ＨＡＲＱ）バッファ
を削除するようにさらに構成されることを特徴とする請求項４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　タイミングアドバンスを確立するための方法であって、
　ワイヤレス通信網上で動作する１つまたは複数のアップリンクキャリアを識別するステ
ップであり、前記１つまたは複数のアップリンクキャリアのそれぞれは１つまたは複数の
グループインデックスのうちのグループインデックスに関連付けられている、ステップと
、
　１つまたは複数のサービングセルセットを決定するステップであって、前記１つまたは
複数のサービングセルセットのそれぞれは構成されたアップリンクコンポーネントキャリ
ア（ＵＬ　ＣＣセット）を有する少なくとも１つサービングセルを含み、前記ＵＬ　ＣＣ
セットのそれぞれは前記１つまたは複数のグループインデックスのうちのグループインデ
ックスに関連付けられており、前記ＵＬ　ＣＣセットのそれぞれは前記アップリンクキャ
リアのうちの１つまたは複数を備え、前記１つまたは複数のアップリンクキャリアは前記
ＵＬ　ＣＣセットが関連付けられたグループインデックスと同じグループインデックスに
関連付けられており、各々のＵＬ　ＣＣセットを備える前記１つまたは複数のアップリン
クキャリアのそれぞれは１つまたは複数のタイミングアドバンス（ＴＡｓ）のうちの同じ
タイミングアドバンス（ＴＡ）で動作し、前記ＵＬ　ＣＣセットのそれぞれはＴＡ基準を
提供する各々に関連づけられたダウンリンク（ＤＬ）キャリアを有し、前記ＵＬ　ＣＣセ
ットのそれぞれは前記１つまたは複数のＴＡｓのうちの各々のＴＡを用いるように構成さ
れている、ステップと、
　第１のＤＬキャリアからＴＡ値を識別するステップと、
　前記第１のＤＬキャリアが前記ＴＡ基準を提供するＵＬ　ＣＣセットを識別するステッ
プと、
　前記第１のＤＬキャリアが前記ＴＡ基準を提供する前記ＵＬ　ＣＣセットに対応する前
記１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの少なくとも１つを識別するステップと
、
　前記第１のＤＬキャリアが前記ＴＡ基準を提供する前記ＵＬ　ＣＣセットに対応する前
記１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの前記少なくとも１つに前記ＴＡ値を適
用するステップとを備えることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットを選択するステップと、
　前記選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットについて、ランダムアクセスチャネ
ル（ＲＡＣＨ）通信が可能な前記１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの少なく
とも１つを識別するステップと、
　前記選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットについて、前記識別された１つまた
は複数のアップリンクキャリアのうちの少なくとも１つでＲＡＣＨ通信を開始するステッ
プと、
　前記ＲＡＣＨ通信に応答してＴＡ値を受信するステップとをさらに備えることを特徴と
する請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　タイムアライメントタイマ（ＴＡＴ）の開始または再開のうちの少なくとも１つを実行
するステップであって、前記ＴＡＴは、前記選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセッ
トに関連付けられる、ステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のアップリンクキャリアとのタイムアライメントの維持に関する。
【背景技術】
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【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１０年１月８日に出願された米国特許仮出願第６１／２９３２７１号明
細書、「METHOD OF MAINTAINING TIME ALIGNMENT WITH MULTIPLE UPLINK CARRIERS」、２
０１０年４月２日に出願された米国特許仮出願第６１／３２０４４９号明細書、「METHOD
 AND APPARATUS FOR MAINTAINING TIME ALIGNMENT WITH MULTIPLE UPLINK CARRIERS」、
および２０１０年４月１３日に出願された米国特許仮出願第６１／３２３６８０号明細書
、「METHOD AND APPARATUS FOR MAINTAINING TIME ALIGNMENT WITH MULTIPLE UPLINK CAR
RIERS」の優先権を主張するものであり、３つのすべての出願の内容は、参照により各々
の全体が本明細書に事実上組み込まれている。
【０００３】
　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）ワイヤレスシステムなど、ワイヤ
レス通信システムでは、ネットワークは、それぞれ単一のアップリンク（ＵＬ）キャリア
および単一のダウンリンク（ＤＬ）キャリア上のアップリンク（ＵＬ）リソースおよびダ
ウンリンク（ＤＬ）リソースでワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を構成することが
できる。これらのリソースを使用するために、ＷＴＲＵは、これらのキャリア上でネット
ワークと同期していることが期待され得る。
【０００４】
　リソースは、単一のＵＬ／ＤＬキャリアを介してＷＴＲＵとネットワークの間の同期お
よびアライメントの状況を決定するのに消費される必要があり得る。複数のアップリンク
キャリアをＷＴＲＵが使用可能なＷＴＲＵでは、ＷＴＲＵとネットワークの間の同期およ
びアライメントを決定するには、より多くのリソースが必要となることがある。
【発明の概要】
【０００５】
　この概要は、詳細な説明において下記にさらに述べられる選択された概念を簡略化され
た形で述べるために提供されている。この概要は、特許請求された主題の主な特徴または
本質的な特徴を識別することを意図しておらず、また特許請求された主題の範囲を限定す
るために使用することも意図していない。さらに、特許請求された主題は、本開示のいず
れかの部分に述べられたいずれかまたはすべての欠点を解決する制限事項に限定されない
。
【０００６】
　複数のキャリアとのタイムアライメントを維持するためのやり方が、本明細書に開示さ
れる。単一のタイミングアドバンス（Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｄｖａｎｃｅ）（ＴＡ）で動作す
るアップリンクキャリアのグループ（ＵＬ　ＣＣセット）が決定される。ＴＡ値が、特定
のＵＬ　ＣＣセットに適用されることもある。ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）が
複数のＴＡを使用できることによって、各ＵＬ　ＣＣセットごとに数ビットのグループイ
ンデックスを定義することができる。ランダムアクセス応答メッセージで受信されたＴＡ
コマンドが、ＵＬ　ＣＣセットの各ＵＬキャリアにＴＡ値を適用するために使用されてよ
い。ＷＴＲＵは、どのＤＬキャリア上にコマンドが受信されたかに基づいて、ＴＡ値がど
のＵＬ　ＣＣセットに適用されるか決定することができる。ＷＴＲＵは、コマンドで明示
的に提供されているグループインデックスに基づいて、ＴＡ値がどのＵＬ　ＣＣセットに
適用されるか決定することができる。ＷＴＲＵは、タイムアライメントタイマ（ＴＡＴ）
が終了すると、マルチＣＣ構成を解放してよい。
【０００７】
　実施形態は、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）が、少なくとも部分的には、ＷＴ
ＲＵがそれで動作可能であり得る１つまたは複数のアップリンクキャリア、またはワイヤ
レスネットワーク上で動作している１つまたは複数のアップリンクキャリアを識別するよ
うに構成され得ることを企図している。ＷＴＲＵは、１つまたは複数のアップリンクコン
ポーネントキャリアセット（ＵＬ　ＣＣセット）を決定するように構成することもできる
。ＵＬ　ＣＣセットはそれぞれ、アップリンクキャリアのうちの１つまたは複数を備えて
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よく、各々のＵＬ　ＣＣセットを備えてよい１つまたは複数のアップリンクキャリアはそ
れぞれ、同じタイミングアドバンス（ＴＡ）で動作可能であってよい。ＷＴＲＵは、１つ
または複数のアップリンクキャリアのどれが１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットに対応し
得るかの所定の識別情報に基づいて、ＵＬ　ＣＣセットの１つまたは複数のグループを決
定するように構成されてよい。たとえば、所定の識別情報は、個別のシグナリングを使用
して受信してもよいし、それぞれのＵＬ　ＣＣセットの１つまたは複数の特性に基づいて
推論してもよい。ＷＴＲＵは、少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットを選択し、選択された
少なくとも１つのＵＬ　ＣＣ　セットについて、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）
通信が可能であってよい１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの少なくとも１つ
を識別するように構成することもできる。ＷＴＲＵは、選択された少なくとも１つのＵＬ
　ＣＣ　セットについて、識別された１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの少
なくとも１つのキャリア上でＲＡＣＨ通信を開始し、ＲＡＣＨ通信に応答してＴＡ値を受
信するように構成されてよい。ＷＴＲＵは、選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセッ
トを備える１つまたは複数のアップリンクキャリアのそれぞれにＴＡ値を適用するように
さらに構成されてよい。
【０００８】
　実施形態は、選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットが関連するタイムアライメ
ントタイマ（ＴＡＴ）を有してもよいし、ＷＴＲＵがＴＡＴを開始し、またはＴＡＴを再
開するようにさらに構成されてよいことを企図している。ＷＴＲＵは、ダウンリンクキャ
リアを介して、ＴＡ値を含んでよい信号を受信するように構成することもできる。ＷＴＲ
Ｕは、ダウンリンクキャリアと対になり得る１つまたは複数のアップリンクキャリアのう
ちの少なくとも１つを識別し、ダウンリンクキャリアと対になり得る１つまたは複数のア
ップリンクキャリアのうちの少なくとも１つに対応し得る１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセ
ットのうちの少なくとも１つを識別してよい。ＷＴＲＵは、１つまたは複数のＵＬ　ＣＣ
セットのうちの識別された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットを備える１つまたは複数の
アップリンクキャリアのそれぞれにＴＡ値を適用することができる。
【０００９】
　実施形態は、１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットが、その各々のサービングセルの周波
数帯に対応することができ、ＷＴＲＵは、ダウンリンクキャリアを介して、ＴＡ値を含ん
でよい信号を受信するように構成されてよいことを企図している。ＷＴＲＵは、ダウンリ
ンクキャリアに対応する周波数帯を識別し、その各々の周波数帯がダウンリンクキャリア
の周波数帯に対応し得る１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットのうちの少なくとも１つを識
別するように構成されてよい。ＷＴＲＵは、１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットのうちの
識別された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットを備え得る１つまたは複数のアップリンク
キャリアのそれぞれにＴＡ値を適用することができる。
【００１０】
　実施形態は、選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットが、個別の物理制御チャネ
ル（ＰＵＣＣＨ）構成を有する少なくとも１つのアップリンクキャリアを含んでよいこと
を企図している。ＷＴＲＵは、ＴＡＴが終了すると、ＰＵＣＣＨに対応するリソース上で
送信することをやめるように構成されてよい。あるいは、またはさらに、ＷＴＲＵは、Ｔ
ＡＴが終了すると、ＰＵＣＣＨ構成の少なくとも一部を削除するように構成されてよい。
同様に、あるいはまたはさらに、ＷＴＲＵは、ＴＡＴが終了すると、選択された少なくと
も１つのＵＬ　ＣＣセットの構成から１つまたは複数のＲＡＣＨリソースを削除するよう
に構成されてよい。
【００１１】
　実施形態は、進化型Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）（ｅＮｏｄｅ　Ｂ
）などのワイヤレスネットワークリソースは、少なくとも一部を、ｅＮｏｄｅ　Ｂがそれ
で動作可能な１つまたは複数のアップリンクキャリアを識別するように構成され得ること
を企図している。ｅＮｏｄｅ　Ｂは、１つまたは複数のインデックスを決定することがで
きる。１つまたは複数の各インデックスはそれぞれ、１つまたは複数のアップリンクコン
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ポーネントキャリアセット（ＵＬ　ＣＣセット）に対応してよい。また、ＵＬ　ＣＣセッ
トはそれぞれ、アップリンクキャリアのうちの１つまたは複数を備えてよく、各々のＵＬ
　ＣＣセットを備える１つまたは複数のアップリンクキャリアはそれぞれ、同じタイミン
グアドバンス（ＴＡ）で動作可能であってよい。ｅＮｏｄｅ　Ｂは、１つまたは複数のイ
ンデックスを送信するように構成されてよい。
【００１２】
　実施形態は、ｅＮｏｄｅ　Ｂが、１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットのうちの少なくと
も１つのＵＬ　ＣＣセットを備える１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの少な
くとも１つのキャリア上でＲＡＣＨ通信を受信するように構成され得ることを企図してい
る。ｅＮｏｄｅ　Ｂは、ＲＡＣＨ通信に応答してＴＡ値を送信することができる。ＴＡ値
は、１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットのうちの少なくとも１つを備える１つまたは複数
のアップリンクキャリアのそれぞれに適用可能であってよい。ｅＮｏｄｅ　Ｂは、信号を
送信するように構成されてよく、ただし信号は、ＴＡ値とインジケータとを含んでよい。
インジケータは、ＴＡ値が適用可能であってよい１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットのう
ちの少なくとも１つを示すことができる。ＵＬ　ＣＣセットの１つまたは複数のアップリ
ンクキャリアのうちの少なくとも１つのアップリンクキャリア上でＲＡＣＨ通信を受信す
るように構成されてよく、ＲＡＣＨ通信に応答して、ＴＡ値を送信することができる。Ｔ
Ａ値は、ＵＬ　ＣＣセットを備える１つまたは複数のアップリンクキャリアのそれぞれに
適用可能であってよい。あるいは、またはさらに、ｅＮｏｄｅ　Ｂは、信号を送信するよ
うに構成されてよく、ただし信号は、ＴＡ値とインジケータを含んでよい。インジケータ
は、ＴＡ値が適用可能であってよいＵＬ　ＣＣセットを示すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
　より詳細な理解は、添付の図面と併せて、例示するために示されている下記の説明から
得ることができる。
【００１４】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示された実施形態が実施されてよい例示的な通信システム
のシステム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示された通信システム内で使用してよい例示的なワイヤレス送受信ユ
ニット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示された通信システム内で使用してよい例示的な無線アクセスネット
ワークおよびコアネットワークのシステム図である。
【図２】実施形態による例示的な方法のフローチャートである。
【図３】実施形態による例示的な方法のフローチャートである。
【図４】実施形態による例示的な方法のフローチャートである。
【図５】実施形態による例示的な方法のフローチャートである。
【図６】実施形態による例示的な方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示された実施形態が実施され得る例示的な通信システム
１００の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブ
ロードキャストなど、コンテンツを複数のワイヤレスユーザに提供する多元接続システム
であってよい。通信システム１００は、複数のワイヤレスユーザが、ワイヤレス帯域幅を
含めてシステムリソースを共有することよってこうしたコンテンツにアクセスすることを
可能にすることができる。たとえば、通信システム１００は、ＣＤＭＡ（ｃｏｄｅ　ｄｉ
ｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉ
ｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＦＤＭＡ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ＦＤ
ＭＡ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ－ｃａｒｒｉｅｒ　ＦＤＭＡ）など、１つまたは
複数のチャネルアクセス法を使用してよい。
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【００１６】
　図１Ａに示されたように、通信システム１００は、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１
０４、コアネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１
１０、および他のネットワーク１１２を含んでよいが、開示された実施形態は、任意の数
のＷＴＲＵ、基地局、ネットワークおよび／またはネットワーク要素を企図することが理
解されよう。ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄはそれぞれ、ワイヤレ
ス環境内で動作および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスであっ
てよい。例を挙げると、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤ
レス信号を送信および／または受信するように構成されてよく、ユーザ機器（ＵＥ）、移
動局、固定または移動加入者ユニット、ページャ、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、ワイヤレスセ
ンサ、家電などを含んでよい。
【００１７】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含むこともできる。基
地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ、コアネットワーク１０６、インターネット１１０お
よび／またはネットワーク１１２など、１つまたは複数の通信ネットワークへのアクセス
を容易にするために、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少な
くとも１つのＷＴＲＵと無線でインターフェースするように構成された任意のタイプのデ
バイスであってよい。例を挙げると、基地局１１４ａ、１１４ｂは、送受信基地局（ＢＴ
Ｓ）、Ｎｏｄｅ　Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、ホームＮｏｄｅ　Ｂ、ホームｅＮｏｄｅ　Ｂ、サ
イトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、ワイヤレスルータなどであってよい。基
地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ、単一の要素として示されているが、基地局１１４ａ
、１１４ｂは、相互に接続された任意の数の基地局および／またはネットワーク要素を含
んでよいことが理解されよう。
【００１８】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ　１０４の一部であってよく、このＲＡＮ　１０４は、基地
局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、中継ノードなど
、他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）を含むこともできる。基地局
１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれることがある特定
の地理的領域内でワイヤレス信号を送信および／または受信するように構成されてよい。
セルは、セルセクタにさらに分割されてよい。たとえば、基地局１１４ａに関連するセル
は、３つのセクタに分割されてよい。したがって、一実施形態では、基地局１１４ａは、
３つのトランシーバ、たとえばセルの各セクタにつき１つを含んでよい。別の実施形態で
は、基地局１１４ａは、ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
ｏｕｔｐｕｔ）技術を使用することができ、したがって、セルの各セクタにつき複数のト
ランシーバを使用してもよい。
【００１９】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の適切なワイヤレス通信リンク（たとえば無線周波
数（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光線など）であってよ
いエアインターフェース１１６を介してＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０
２ｄ　のうちの１つまたは複数と通信することができる。エアインターフェース１１６は
、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立することができる。
【００２０】
　より具体的には、上述されたように、通信システム１００は、多元接続システムであっ
てよく、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなど、１つまたは
複数のチャネルアクセス方式を使用してよい。たとえば、ＲＡＮ　１０４内の基地局１１
４ａ、およびＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ
）を使用してエアインターフェース１１６を確立できるＵＴＲＡ（ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅ
ｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）Ｔｅ
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ｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）など、無線技術を実装することができ
る。ＷＣＤＭＡは、ＨＳＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）お
よび／または進化型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含んでよい。ＨＳＰ
Ａは、ＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）および／またはＨＳＵＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ
　Ａｃｃｅｓｓ）を含んでよい。
【００２１】
　別の実施形態では、基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）および／またはＬＴＥ－Ａ（Ｌ
ＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）を使用してエアインターフェース１１６を確立できるＥ－ＵＴ
ＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ
）などの無線技術を実装してよい。
【００２２】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ＩＥＥＥ　８０２．１６（たとえばＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐ
ｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、ＣＤＭＡ２００
０、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２０００（Ｉｎｔ
ｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　２０００）、ＩＳ－９５（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａ
ｒｄ　９５）、ＩＳ－８５６（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　８５６）、ＧＳＭ（
登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎｓ）、ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＧＥＲＡＮ（ＧＳＭ　ＥＤＧＥ）など、無線技術を実装すること
ができる。
【００２３】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、たとえばワイヤレスルータ、ホームＮｏｄｅ　Ｂ、ホーム
ｅＮｏｄｅ　Ｂまたはアクセスポイントであってよく、事業所、自宅、車両、キャンパス
など、局所的な領域のワイヤレス接続を容易にするのに適した任意の適切なＲＡＴを使用
することができる。一実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ　１０２ｃ、１０２
ｄは、ＷＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を確立す
るために、ＩＥＥＥ　８０２．１１などの無線技術を実装することができる。別の実施形
態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ　１０２ｃ、１０２ｄは、ＷＰＡＮ（ｗｉｒｅｌ
ｅｓｓ　ｐｅｒｓｏｎａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を確立するために、ＩＥＥＥ　
８０２．１５などの無線技術を実装してよい。別の実施形態では、基地局１１４ｂおよび
ＷＴＲＵ　１０２ｃ、１０２ｄは、ピコセルまたはフェムトセルを確立するために、セル
ラベースＲＡＴ（たとえばＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ
など）を使用してよい。図１Ａに示されたように、基地局１１４ｂは、インターネット１
１０への直接接続を有してよい。したがって、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０
６を介してインターネット１１０にアクセスする必要はないことがある。
【００２４】
　ＲＡＮ　１０４は、コアネットワーク１０６と通信していることがあり、このコアネッ
トワーク１０６は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つま
たは複数に、音声、データ、アプリケーションおよび／またはボイスオーバーＩＰ（Ｖｏ
ＩＰ）サービス１０６を提供するように構成されてよい。たとえば、コアネットワーク１
０６は、呼制御、請求サービス、モバイル位置ベースのサービス、プリペイド式の発呼、
インターネット接続性、ビデオ配信などを提供し、かつ／またはユーザ認証などの高レベ
ルのセキュリティ機能を実施することができる。図１Ａに示されていないが、ＲＡＮ　１
０４および／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ　１０４と同じＲＡＴ、または異
なるＲＡＴを使用する他のＲＡＮと直接的に通信していることも、間接的に通信している
こともある。たとえば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用していてよいＲＡＮ　１０４に接続
されることに加えて、コアネットワーク１０６は、ＧＳＭ無線技術を使用する別のＲＡＮ



(9) JP 5702806 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

（図示せず）と通信していることもある。
【００２５】
　コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄがＰ
ＳＴＮ　１０８、インターネット１１０および／または他のネットワーク１１２にアクセ
スするためのゲートウェイとして働くこともできる。ＰＳＴＮ　１０８は、ＰＯＴＳ（ｐ
ｌａｉｎ　ｏｌｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供する回路交換電話網を
含んでよい。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイート
のＴＣＰ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）、ＵＤＰ（
ｕｓｅｒ　ｄａｔａｇｒａｍ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）およびＩＰ（ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ）など、共通の通信プロトコルを使用する相互接続されたコンピュータネッ
トワークおよびデバイスのグローバルシステムを含んでよい。ネットワーク１１２は、他
のサービスプロバイダによって所有および／または操作された有線または無線の通信網を
含んでよい。たとえば、ネットワーク１１２は、１つまたは複数のＲＡＮに接続された別
のコアネットワークを含んでよく、この１つまたは複数のＲＡＮは、ＲＡＮ　１０４と同
じＲＡＴを用いてもよいし、異なるＲＡＴを用いてもよい。
【００２６】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部ま
たはすべては、マルチモード能力を含んでよく、たとえばＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃ、１０２ｄは、それぞれ異なるワイヤレスリンクを介してそれぞれ異なるワイ
ヤレスネットワークと通信するための複数のトランシーバを含んでよい。たとえば、図１
Ａに示されたＷＴＲＵ　１０２ｃは、セルラベースの無線技術を使用できる基地局１１４
ａと、またＩＥＥＥ　８０２無線技術を使用できる基地局１１４ｂと通信するように構成
されてよい。
【００２７】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ　１０２のシステム図である。図１Ｂに示されたように、
ＷＴＲＵ　１０２は、プロセッサ１１８と、トランシーバ１２０と、送受信要素１２２と
、スピーカ／マイクロホン１２４と、キーパッド１２６と、ディスプレイ／タッチパッド
１２８と、取外し不可能なメモリ１３０と、取外し可能なメモリ１３２と、電源１３４と
、ＧＰＳ（ｇｌｏｂａｌ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）チップセット１３６
と、他の周辺装置１３８とを含んでよい。ＷＴＲＵ　１０２は、一実施形態に依然として
従いながら、上記要素の任意の下位組合せを含んでよいことが理解されよう。
【００２８】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、特別目的のプロセッサ、従来のプロセッサ、Ｄ
ＳＰ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、複数のマイクロプロセッ
サ、ＤＳＰコアに関連する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラと、マイ
クロコントローラ、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇ
ｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇ
ａｔｅ　Ａｒｒａｙ）回路、他の任意のタイプのＩＣ（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃ
ｕｉｔ）、状態機械などであってよい。プロセッサ１１８は、信号符号化、データ処理、
電源制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ　１０２がワイヤレス環境内で動作する
ことを可能にする他の機能性を実施することができる。プロセッサ１１８は、トランシー
バ１２０に結合されてよく、このトランシーバ１２０は、送受信要素１２２に結合されて
よい。図１Ｂは、プロセッサ１１８およびトランシーバ１２０を別個の構成要素として示
しているが、プロセッサ１１８およびトランシーバ１２０は、電子パッケージまたはチッ
プ内に統合されてよいことが理解されよう。
【００２９】
　送受信要素１２２は、エアインターフェース１１６を介して基地局（たとえば基地局１
１４ａ）に信号を送信し、またはそこから信号を受信するように構成されてよい。たとえ
ば、一実施形態では、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または受信するよう
に構成されたアンテナであってよい。別の実施形態では、送受信要素１２２は、たとえば
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ＩＲ、ＵＶまたは可視光信号を送信および／または受信するように構成されたエミッタ／
検出器であってよい。別の実施形態では、送受信要素１２２は、ＲＦ信号と光信号の両方
を送受信するように構成されてよい。送受信要素１２２は、任意の組合せの無線信号を送
信および／または受信するように構成されてよいことが理解されよう。
【００３０】
　さらに、送受信要素１２２は、図１Ｂでは単一の要素として示されているが、ＷＴＲＵ
　１０２は、任意の数の送受信要素１２２を含んでよい。より具体的には、ＷＴＲＵ　１
０２は、ＭＩＭＯ技術を使用してよい。したがって、一実施形態では、ＷＴＲＵ　１０２
は、エアインターフェース１１６を介してワイヤレス信号を送受信するために２つ以上の
送受信要素１２２（たとえば複数のアンテナ）を含んでよい。
【００３１】
　トランシーバ１２０は、送受信要素１２２によって送信される信号を変調し、また送受
信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成されてよい。上述されたよう
に、ＷＴＲＵ　１０２は、マルチモード能力を有してよい。したがって、トランシーバ１
２０は、たとえばＵＴＲＡとＩＥＥＥ　８０２．１１など、複数のＲＡＴを介してＷＴＲ
Ｕ　１０２が通信することを可能にする複数のトランシーバを含んでよい。
【００３２】
　ＷＴＲＵ　１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド
１２６　および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（たとえば液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）表示装置や有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示装置）に結合されてよく、そ
こからユーザ入力データを受信することができる。プロセッサ１１８は、スピーカ／マイ
クロホン１２４、キーパッド１２６および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８に
ユーザデータを出力することもできる。さらに、プロセッサ１１８は、非リムーバブルメ
モリ１０６および／またはリムーバブルメモリ１３２など、任意の適切なタイプのメモリ
からの情報にアクセスし、そこにデータを格納することができる。取外し不可能なメモリ
１０６は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードデ
ィスクまたは他の任意のタイプのメモリ記憶デバイスを含んでよい。取外し可能なメモリ
１３２は、ＳＩＭ（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ　ｍｏｄｕｌｅ）カード、
メモリスティック、ＳＤ（ｓｅｃｕｒｅ　ｄｉｇｉｔａｌ）メモリカードなどを含んでよ
い。他の実施形態では、プロセッサ１１８は、サーバやホームコンピュータ（図示せず）
など、ＷＴＲＵ　１０２に物理的に置かれないメモリからの情報にアクセスし、そこにデ
ータを格納することができる。
【００３３】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受信することができ、ＷＴＲＵ　１０２内
の他のコンポーネントに電力を分配し、電力を制御するように構成されてよい。電源１３
４は、ＷＴＲＵ　１０２に電力を供給するのに適した任意のデバイスであってよい。たと
えば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電池（たとえばニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ
）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉ
ｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池などを含んでよい。
【００３４】
　プロセッサ１１８は、ＧＰＳチップセット１３６に結合することもでき、このＧＰＳチ
ップセット１３６は、ＷＴＲＵ　１０２の現在の位置に関する位置情報（たとえば経緯度
）を提供するように構成されてよい。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、ま
たはその代わりに、ＷＴＲＵ　１０２は、エアインターフェース１１６を介して基地局（
たとえば基地局１１４ａ、１１４ｂ）から位置情報を受信し、かつ／または２つ以上の近
くの基地局から受信されている信号のタイミングに基づいてＷＴＲＵ　１０２の位置を決
定することができる。一実施形態に依然として従いながら、ＷＴＲＵ　１０２が任意の適
切な位置決定方法によって位置情報を取得できることが理解されよう。
【００３５】
　プロセッサ１１８は、他の周辺装置１３８にさらに結合されてよく、この他の周辺装置
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１３８は、追加の特徴、機能および／または有線もしくは無線の接続性を提供する１つま
たは複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含んでよい。たとえば
、周辺装置１３８は、加速度計、ｅ－コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメラ（写
真またはビデオ用）、ＵＳＢ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｓｅｒｉａｌ　ｂｕｓ）ポート、振
動デバイス、テレビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）モジュール、ＦＭ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｍｏｄｕｌａｔｅｄ）無線ユニット、
デジタル音楽プレイヤー、メディアプレイヤー、ビデオゲームプレイヤーモジュール、イ
ンターネットブラウザなどを含んでよい。
【００３６】
　図１Ｃは、一実施形態による、ＲＡＮ　１０４およびコアネットワーク１０６のシステ
ム図である。上述されたように、ＲＡＮ　１０４は、エアインターフェース１１６を介し
てＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂおよび／または１０２ｃと通信するためにＥ－ＵＴＲＡ
無線技術を使用してよい。ＲＡＮ　１０４は、コアネットワーク１０６と通信しているこ
ともある。
【００３７】
　ＲＡＮ　１０４は、ｅＮｏｄｅ　Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含んでよいが、
ＲＡＮ　１０４は、一実施形態に依然として従いながら、任意の数のｅＮｏｄｅ　Ｂを含
んでよいことを理解されたい。ｅＮｏｄｅ　Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃはそれぞ
れ、エアインターフェース１１６を介してＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通
信するための１つまたは複数のトランシーバを含んでよい。一実施形態では、ｅＮｏｄｅ
　Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実装してよい。したがって、ｅ
Ｎｏｄｅ　Ｂ　１４０ａは、たとえば、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ　１０２ａ
にワイヤレス信号を送信し、ＷＴＲＵ　１０２ａからワイヤレス信号を受信することがで
きる。
【００３８】
　ｅＮｏｄｅ　Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃはそれぞれ、特定のセル（図示せず）
に関連付けることができ、無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、アップリンクおよ
び／またはダウンリンクのユーザスケジューリングなどに対処するように構成されてよい
。図１Ｃに示されたように、ｅＮｏｄｅ　Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｘ２イ
ンターフェースを介して互いに通信してよい。図１Ｃに示されたコアネットワーク１０６
は、モビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）１４２、サービングゲートウェイ１４４およ
びパケットデータ網（ＰＤＮ）ゲートウェイ１４６を含んでよい。上記要素はそれぞれ、
コアネットワーク１０６の一部として示されているが、これらの要素のいずれの要素もが
、コアネットワーク事業者以外のエンティティによって所有および／または操作されてよ
いことが理解されよう。
【００３９】
　ＭＭＥ　１４２は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ　１０４内のｅＮｏｄｅ　Ｂ
　１４２ａ、１４２ｂ、１４２ｃのそれぞれに接続することができ、制御ノードとして働
くことができる。たとえば、ＭＭＥ　１４２は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃ、ＷＴＲＵ　１０２ａのユーザの認証、ベアラのアクティブ化／非アクティブ化、ＷＴ
ＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの初期接続の間に特定のサービングゲートウェイを
選択することの責任を担うことができる。ＭＭＥ　１４２は、ＲＡＮ　１０４と、ＧＳＭ
やＷＣＤＭＡなど、他の無線技術を使用する他のＲＡＮ（図示せず）との間で切り換える
制御プレーン機能を提供することもできる。
【００４０】
　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ　１０４内
のｅＮｏｄｅ　Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続されてよい。サービ
ングゲートウェイ１４４は一般に、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに／から、
ユーザデータパケットをルーティングし転送してよい。サービングゲートウェイ１４４は
、ｅＮｏｄｅ　Ｂ間ハンドオーバの間のユーザプレーンのアンカリング、ＷＴＲＵ　１０



(12) JP 5702806 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにダウンリンクデータが使用可能な場合のページングのトリガ
、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストの管理および格納など、他の
機能を実施することもできる。
【００４１】
　サービングゲートウェイ１４４は、ＰＤＮゲートウェイ１４６にも接続されてよく、こ
のＰＤＮゲートウェイ１４６は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デ
バイスとの間の通信を円滑に進めるために、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃが
インターネット１１０などのパケット交換網にアクセスできるようにしてよい。
【００４２】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を円滑に進めることができる。
たとえば、コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来
の地上通信デバイスとの間の通信を円滑に進めるために、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃがＰＳＴＮ　１０８などの回路交換網にアクセスできるようにしてよい。たと
えば、コアネットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ　１０８の間のイ
ンターフェースとして働くＩＰゲートウェイ（たとえばＩＰマルチメディアサブシステム
（ＩＭＳ）サーバ）含んでもよし、それと通信してもよい。さらに、コアネットワーク１
０６は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃがネットワーク１１２にアクセスでき
るようにすることができ、このネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって
所有および／または操作される他の有線網または無線網を含んでよい。
【００４３】
　下記に言及されるとき、用語１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）は、一般性を失わ
ずに、複数のコンポーネントキャリアで動作するように構成されたＷＴＲＵの１つのキャ
リアを含み、たとえばセキュリティパラメータおよびＮＡＳ情報の導出など一部の機能は
、そのコンポーネントキャリアだけに適用可能であってよい。ＷＴＲＵは、少なくともダ
ウンリンク用の１つのＰＣＣ（ＤＬ　ＰＣＣ）、およびアップリンク用の１つのＰＣＣ（
ＵＬ　ＰＣＣ）で構成されてよい。したがって、ＷＴＲＵのＰＣＣでないキャリアは、下
記では２次キャリア（ＳＣＣ）と呼ばれることがある。
【００４４】
　ＤＬ　ＰＣＣは、たとえば、システムに最初にアクセスするとき、初期セキュリティパ
ラメータを導出するためにＷＴＲＵによって使用されるＣＣに対応する。ＵＬ　ＰＣＣは
、たとえば、そのＰＵＣＣＨリソースが所与のＷＴＲＵのためのすべてのハイブリッド自
動反復要求（ＨＡＲＱ）肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）およびチャネル状態情報（ＣＳＩ
）フィードバックを運ぶように構成されるＣＣに対応することがある。
【００４５】
　本明細書に言及されるとき、用語「コンポーネントキャリア（ＣＣ）」は、一般性を失
わずに、ＷＴＲＵが動作する周波数を含む。たとえば、ＷＴＲＵは、ダウンリンクＣＣ（
以下「ＤＬ　ＣＣ」）上で送信を受信することができ、ＤＬ　ＣＣは、それだけに限らな
いが、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ＨＡＲＱイン
ジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、物理
マルチキャストデータチャネル（ＰＭＣＨ）および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤ
ＳＣＨ）を含めて、いくつかのＤＬ物理チャネルからなってよい。ＰＣＦＩＣＨ上で、Ｗ
ＴＲＵは、ＤＬ　ＣＣの制御領域のサイズを示す制御データを受信する。ＰＨＩＣＨ上で
、ＷＴＲＵは、前のアップリンク送信に対するＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバッ
クを示す制御データを受信する。ＰＤＣＣＨ上で、ＷＴＲＵは、主としてダウンリンクリ
ソースおよびアップリンクリソースをスケジューリングするために使用されるダウンリン
ク制御情報（ＤＣＩ）メッセージを受信する。ＰＤＳＣＨ上で、ＷＴＲＵは、ユーザデー
タおよび／または制御データを受信する。たとえば、ＷＴＲＵは、アップリンクＣＣ（以
下「ＵＬ　ＣＣ」）上で送信することができ、ＵＬ　ＣＣは、それだけに限らないが、物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ）を含めて、いくつかのＵＬ物理チャネルからなってよい。ＰＵＳＣＨ上で、ＷＴ
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ＲＵは、ユーザデータおよび／または制御データを送信する。ＰＵＣＣＨ上で、また一部
の場合ではＰＵＳＣＨ上で、ＷＴＲＵは、アップリンク制御情報（ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ
またはＳＲなど）および／またはハイブリッド自動反復要求（ＨＡＲＱ）肯定応答／否定
応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックを送信する。ＵＬ　ＣＣ上で、ＷＴＲＵに、サ
ウンディングリファレンス信号（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ａｎｄ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉ
ｇｎａｌ）（ＳＲＳ）送信のための専用のリソースを割り当てることもできる。
【００４６】
　典型的にはセルは最小限、ＵＬ　ＣＣ内に存在し、このＤＬ　ＣＣは、一部の実施形態
では、ＤＬ　ＣＣ上でブロードキャストされ、またはネットワークからの個別の構成シグ
ナリングを恐らく使用した、ＷＴＲＵによって受信されたシステム情報（ＳＩ）に基づい
てＵＬ　ＣＣにリンクされる。たとえば、ＤＬ　ＣＣ上でブロードキャストされる場合、
ＷＴＲＵは、リンクされたＵＬ　ＣＣのアップリンク周波数および帯域幅を、システム情
報ブロックタイプ２（ＳＩＢ２）情報要素の一部として受信する。
【００４７】
　本明細書に言及されるとき、用語１次セル（ＰＣｅｌｌ）は一般性を失わずに、ＷＴＲ
Ｕが初期接続確立手順を実施しまたは接続再確立手順を開始する１次周波数の動作するセ
ル、またはハンドオーバ手順において１次セルとして示されたセルを含む。ＷＴＲＵは、
ＰＣｅｌｌを使用して、セキュリティ機能についてのパラメータ、およびＮＡＳモビリテ
ィ情報など上位層システム情報についてのパラメータを導出するためにＰＣｅｌｌを使用
する。ＰＣｅｌｌ　ＤＬ上だけでサポートされ得る他の機能は、ブロードキャストチャネ
ル（ＢＣＣＨ）上のシステム情報（ＳＩ）取得および変更監視手順、およびページングを
含む。ＰＣｅｌｌのＵＬ　ＣＣは、所与のＷＴＲＵのためのすべてのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／
ＮＡＣＫフィードバックを運ぶよう構成された物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣ
Ｈ）リソースが構成されるＣＣに対応してよい。
【００４８】
　本明細書に言及されるとき、用語「２次セル（ＳＣｅｌｌ）」は一般性を失わずに、２
次周波数で動作するセルを含み、このセルは、ＲＲＣ接続が確立されると構成することが
でき、また追加の無線リソースを提供するために使用することができる。関与するＳＣｅ
ｌｌ内の動作に関連するシステム情報は典型的には、ＷＴＲＵの構成にＳＣｅｌｌが追加
されるときの個別のシグナリングを使用して提供される。パラメータは、システム情報（
ＳＩ）シグナリングを使用して、関与するＳＣｅｌｌのダウンリンク上でブロードキャス
トされた値とは異なる値を有し得るが、この情報は本明細書では、この情報を得るために
ＷＴＲＵによって使用される方法とは独立に、関与するＳＣｅｌｌのＳＩと呼ばれる。
【００４９】
　本明細書に言及されるとき、用語「ＰＣｅｌｌ　ＤＬ」および「ＰＣｅｌｌ　ＵＬ」は
、一般性を失わずに、それぞれＰＣｅｌｌのＤＬ　ＣＣおよびＵＬ　ＣＣに対応する。同
様に、用語「ＳＣｅｌｌ　ＤＬ」および「ＳＣｅｌｌ　ＵＬ」は、それぞれＳＣｅｌｌの
ＤＬ　ＣＣおよびＵＬ　ＣＣ（構成される場合）に対応する。ＰＣｅｌｌでは、ＣＣは、
ＰＣＣと呼ばれることもあり、ＳＣｅｌｌでは、ＣＣは、ＳＣＣと呼ばれることがある。
【００５０】
　本明細書に言及されるとき、用語「サービングセル」は、一般性を失わずに、１次セル
（たとえばＰＣｅｌｌ）または２次セル（たとえばＳＣｅｌｌ）を含む。より具体的には
、ＳＣｅｌｌで構成されておらず、または複数のコンポーネントキャリア上の動作（たと
えばキャリアアグリゲーション）をサポートしないＷＴＲＵでは、ＰＣｅｌｌからなる１
つのサービングセルがあり、また一部の実施形態では多分、ＰＣｅｌｌからなる１つのサ
ービングセルだけがあり、少なくとも１つのＳＣｅｌｌで構成されるＷＴＲＵでは、用語
「サービングセル」は、ＰＣｅｌｌおよびすべての構成されたＳＣｅｌｌからなる１つま
たは複数のセルのセットを含む。
【００５１】
　ＷＴＲＵが少なくとも１つのＳＣｅｌｌで構成される場合、少なくとも１つのＰＣｅｌ
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ｌ　ＤＬ（たとえば１つのＤＬ－ＳＣＨを含む）、および少なくとも１つのＰＣｅｌｌ　
ＵＬ（たとえば１つのＵＬ－ＳＣＨを含む）があり、また構成された各ＳＣｅｌｌにつき
、少なくとも１つのＳＣｅｌｌ　ＤＬがあり、一部の実施形態では、少なくとも１つのＳ
Ｃｅｌｌ　ＵＬ（構成される場合）がある。一部の実施形態では、１つのＰＣｅｌｌ　Ｄ
Ｌ（たとえば１つのＤＬ－ＳＣＨを含む）、および１つのＰＣｅｌｌ　ＵＬ（たとえば１
つのＵＬ－ＳＣＨを含む）があり、また構成された各ＳＣｅｌｌにつき、１つのＳＣｅｌ
ｌ　ＤＬがあり、一部の実施形態では、１つのＳＣｅｌｌ　ＵＬ（構成される場合）があ
る。
【００５２】
　キャリアアグリゲーション（ＣＡ）を有するＲ１０では、たとえば、ＷＴＲＵは、その
構成に少なくとも１つのＳＣｅｌｌ　ＤＬを有し、ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨ上のＡ／Ｎへ
の１つまたは複数の明示的なリソース割当て構成することもできる。一部の実施形態では
、限定のためでなく、例を挙げると、たとえば個別のシグナリングを使用して、ＵＬ　Ｐ
ＣＣ用にＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎリソースが明示的に割り当てられ得ること、ＵＬ／ＤＬ　Ｐ
ＣＣリンクが、ＤＬ　ＰＣＣ上のＳＩに基づき得ること、ＳＣｅｌｌが明示的に（非）ア
クティブ化され得ること、およびＷＴＲＵがＳＣＣ内でＲＡ（たとえばＲＡ－ＳＲ）を実
施してよいことを含む作業仮説が行われる。
【００５３】
　ＵＬ同期は、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）手順を使用して最初に達成するこ
とができ、ＷＴＲＵは、ネットワークとのＵＬタイムアライメントが行われると見なされ
る。ＷＴＲＵは、構成可能なタイマ、たとえばネットワークとのタイミングアライメント
を維持するために使用できるタイムアライメントタイマ（ＴＡＴ）を有する。リリース８
／リリース９（Ｒ８／Ｒ９）ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが有効なタイミングアドバンスを有さ
ない場合、たとえばＴＡタイマが終了すると、チャネル品質情報／プリコーディングマト
リックスインジケータ／ランクインジケータ（ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ）用の構成された物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）リソース、またサウンディングリファレンス
信号（ＳＲＳ）をも解放する。動的に割り当てられるＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａ／
Ｎ）の送信用のＰＵＣＣＨリソースでは、ＴＡＴが実行されていないとき、ＷＴＲＵは、
ＰＵＣＣＨ上でＡ／Ｎを送信することは許されない。ＰＵＣＣＨ上のＨＡＲＱフィードバ
ックでは、ＰＵＣＣＨ上の送信のリソースは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）上で受信されたダウンリンク（ＤＬ）割当てのためのＤＣＩの第１の制御チャネル要
素（ＣＣＥ）に基づいて動的に決定される。
【００５４】
　ＷＴＲＵは、接続モードにおいて複数のキャリアで動作するように構成されてよい。Ｗ
ＴＲＵ構成は、構成されたアップリンクリソースを有する２つ以上のサービングセルを含
んでよく、その対応するアップリンクキャリアは、それぞれ異なるタイミングアドバンス
を必要とするアップリンクキャリアをＷＴＲＵがサポートする場合には、類似のタイミン
グアライメント要件に基づいて恐らくグループ化されてよい。こうしたシナリオでは、Ｗ
ＴＲＵは、これらのキャリア（のグループ）のそれぞれに有効なタイミングアライメント
を確立する必要があり得る。１つの問題は、ＷＴＲＵおよびネットワークが、どのアップ
リンクキャリアが同じタイミングアドバンス（ＴＡ）を共有すべきかについてどのように
合意するかであり得る。限定のためではなく、例を挙げると、ＴＡは、割り当てられたタ
イムスロット内でＷＴＲＵが送信することを許され得る時間の調整を制御する変数であっ
てよい。別の問題は、これらのアップリンクキャリア、またはそのグループに関連するＴ
Ａ値をネットワークがどのようにＷＴＲＵに通信するかであり得る。しかし、別の問題は
、各アップリンクキャリアまたはそのグループのタイミングアドバンスタイマの終了のせ
いで同期の損失が発生するとき、ＷＴＲＵがどんな措置を講じる必要があるか決定するこ
とであり得る。別の問題は、マルチキャリア操作用に構成されたＷＴＲＵがどのように下
記に対処するかであり得る。（１）リソースが構成されるＵＬ　ＣＣ、たとえば　ＰＣｅ
ｌｌ　ＵＬについてＴＡＴが終了する場合のＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎリソース、たとえば、Ｐ
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Ｃｅｌｌ　ＵＬ、および（２）リンクされたＳＣｅｌｌ　ＵＬについてＴＡＴが終了する
場合のＳＣｅｌｌ　ＤＬ。
【００５５】
　実施形態は、ＷＴＲＵが、ＲＡＲメッセージ受信の後、ＷＴＲＵ競合解決メディアアク
セス制御（ＭＡＣ）制御要素（ＣＥ）を含めて、第１のスケジューリングされたＰＤＳＣ
Ｈ送信、たとえば、Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＰＤＣＣＨの使用により、または
ＤＬ－ＳＣＨ上での別のやり方によりスケジューリングされるＰＤＳＣＨ割当てに対する
Ａ／Ｎを送信できることを企図している。ＲＡＲメッセージは、ＴＡコマンドを含んでよ
く、ＲＡ手順の間、ＴＡＴを再開することができる。ＴＡＴ終了がたとえばＲ１０　ＰＵ
ＣＣＨ　Ａ／Ｎリソースを無効にする場合、ＳＣｅｌｌ　ＤＬで受信されたＰＤＳＣＨへ
のＡ／Ｎ送信に規則が必要となることがあり、そうでない場合は、互換性を保証するため
にＲ８原理に従って物理アップリンク制御チャネルＰＵＣＣＨ動的リソース上でＡ／Ｎを
送信できるように、Ｒ１０　ＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎリソースを暗黙的に解放するための異な
る機構が必要となり得る。
【００５６】
　実施形態は、本明細書に開示された方法および技法が、ＷＴＲＵが接続モードで複数の
キャリアと動作することを容易にでき、また複数のアップリンクキャリアとのタイムアラ
イメントを維持することもできることを企図している。
【００５７】
　実施形態は、ＵＬタイムアライメントのためにＷＴＲＵによって使用されるタイミング
アドバンス（ＴＡ）値が、ネットワークによって、ＷＴＲＵのＲＡＣＨ要求メッセージへ
のランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）応答で提供されてもよいし、またはタイミング
アドバンスコマンドＭＡＣ制御要素を使用することによって提供されてもよいことを企図
している。ＷＴＲＵは、ＵＬタイムアライメントのためにＴＡ値を使用することができる
。ＷＴＲＵは、１つのＵＬキャリアがＷＴＲＵに割り当てられ得るので、ＵＬキャリアに
関連するＴＡＴを開始／再開してよい。一部の場合では、ＷＴＲＵは、所与のときにそれ
で動作していることがあるＵＬキャリアのグループについて単一のＴＡで動作するように
ＷＴＲＵを実装することによって制約を受けることがある。これは、たとえば、ＵＬキャ
リアが同じ周波数帯内にあり、共通のＲＦモジュールを使用して送信される場合に当ては
まり得る。同じＴＡで動作するキャリアのグループは、本明細書では「ＵＬ　ＣＣセット
」と呼ばれることがある。
【００５８】
　実施形態は、最小限のシグナリングを必要とし得るＵＬ　ＣＣセットが、同じ周波数帯
の一部である１つまたは複数のＵＬキャリアが同じＵＬ　ＣＣセットの一部であると決定
することを含んでよいことを企図している。同じ周波数帯の一部でないＵＬキャリアは、
同じＵＬ　ＣＣセットの一部でないことがある。実施形態は、ＷＴＲＵおよびネットワー
クが、どのＵＬキャリアが同じＵＬ　ＣＣセットに属するか前もって知り得ることをも企
図している。
【００５９】
　実施形態は、ＵＬ　ＣＣセットの定義がＷＴＲＵ能力に依存し得ることを企図している
。したがって、ＷＴＲＵは、そのＥ－ＵＴＲＡ能力の一環として、それぞれ異なるＴＡで
どのＵＬキャリアが送信され得るかを含めて、情報をネットワークに送信することができ
る。複数のＴＡで動作できる可能性を、ＷＴＲＵがサポートしている周波数帯に結び付け
ることができるので、能力を単一の情報要素（「ｍｕｌｔｉｐｌｅＴＡｓｕｐｐｏｒｔ」
）として定義することを用いて、ネットワークにこの情報を転送することができる。例示
的な符号化は、下記の通りであってよい：
コードポイント０：ＷＴＲＵは複数のＴＡをサポートすることができない；
コードポイント１：ＵＬキャリアが同じ帯域にない場合、ＷＴＲＵはそれぞれ異なるＴＡ
で動作することができる；および
コードポイント２：ＷＴＲＵは、いずれかのＵＬキャリア対についてそれぞれ異なるＴＡ
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で完全に動作することができる。また、例を挙げると、企図された別の符号化は、下記の
通りであってよい：
コードポイント０：ＷＴＲＵは、複数のＴＡをサポートすることができない（たとえば、
単一の無線フロントエンドが単一の周波数帯をサポートする）；
コードポイント１：ＵＬキャリアが同じ帯域内にない（たとえば２重の無線フロントエン
ドがそれぞれ、単一の周波数帯をサポートする）場合、ＷＴＲＵは、最大２つの異なるＴ
Ａで動作することができる；および
コードポイント２：ＷＴＲＵは、任意の数のＵＬキャリアについてそれぞれ異なるＴＡで
完全に動作することができる（たとえば、報告されたＷＴＲＵの能力およびＷＴＲＵのク
ラスによる、周波数帯の任意の組合せへの完全なサポート）。
【００６０】
　符号化した情報を使用して、ネットワークは、同じタイミングアドバンスを使用するＵ
Ｌキャリアのセット（ＵＬ　ＣＣセット）を定義し、ＷＴＲＵに情報を提供することがで
きる。ネットワークは、それぞれ異なる帯域のＵＬキャリアについて異なるＴＡでＷＴＲ
Ｕが動作可能である場合でも、同じＵＬ　ＣＣセット内の異なる帯域からのＵＬキャリア
を含むことができる。
【００６１】
　一部の実施形態は、各ＵＬ　ＣＣセットごとに数ビット（最大２つのＵＬ　ＣＣがある
場合は、恐らく単一ビット）のグループインデックスを定義することによって同じタイミ
ングアドバンスを使用するＵＬキャリアを識別することができる。ＷＴＲＵは、このＵＬ
キャリアが（たとえばＲＲＣメッセージで）ネットワークによって構成されている場合、
ＵＬキャリアが属するＵＬ　ＣＣセットのグループインデックスを取得することができる
。あるいは、グループインデックスは、対になったＤＬキャリアのシステム情報でブロー
ドキャストしてもよい。別の代替案では、帯域内で複数のタイミングアドバンスで動作す
ることがサポートされない場合、グループインデックスは、周波数帯に関連しないことが
ある。
【００６２】
　ＷＴＲＵは、各ＵＬキャリアまたはＵＬ　ＣＣセットごとのタイミングアドバンスのた
めの基準として使用できるＤＬキャリア（またはＤＬキャリアのセット）を取得すること
もできる。あるいは、タイミングアドバンスのための基準として使用できるＤＬキャリア
は、暗黙的に、タイミングアドバンス値を含むメッセージがそこから送信されるＤＬキャ
リアであってよい。
【００６３】
　実施形態は、それぞれ異なるＵＬ　ＣＣセットについて異なるＴＡ値をＷＴＲＵが適用
できることを企図している。それぞれのＵＬ　ＣＣセットは、別個のタイムアライメント
タイマ（ＴＡＴ）で動作してよい。この方法によれば、一実施形態では、初期のタイミン
グアライメントは、ＲＡＣＨ応答メッセージを使用してＴＡ値がネットワークによってＷ
ＴＲＵに提供され得るランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）手順を使用して達成するこ
とができる。セットのすべてのキャリア（またはサブセット）がＲＡＣＨ用に構成される
ＵＬ　ＣＣセットの場合、ＷＴＲＵは、ＲＡＣＨのために使用され、ランダムアクセス手
順をトリガできるキャリアのうちの１つを選択することができる。次いで、ランダムアク
セス応答メッセージで受信されたタイミングアドバンスコマンドは、ＵＬ　ＣＣセットの
一部またはそれぞれのＵＬキャリアにＴＡ値を適用するために使用することができ、ＷＴ
ＲＵは、ＵＬ　ＣＣセットに関連するＴＡＴを開始／再開してよい。
【００６４】
　一部の実施形態では、ＵＬ　ＣＣセット内の１つのキャリアだけがＲＡＣＨ用に構成さ
れてよい。こうした実施形態では、ＷＴＲＵは、このキャリア上でランダムアクセス手順
をトリガし、対応するランダムアクセス応答メッセージで取得されたＴＡ値をＵＬ　ＣＣ
セットの各ＵＬキャリアに適用し、ＵＬ　ＣＣセットに関連するＴＡＴを開始／再開して
よい。
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【００６５】
　他の実施形態では、タイミングアライメントは、既存のＭＡＣ　ＣＥまたは他のいずれ
かの形のシグナリングによってネットワークから受信されたＴＡ値に基づいてＷＴＲＵに
よって維持することができる。ＷＴＲＵは、どのＤＬキャリアからコマンド（たとえばタ
イミングアドバンスコマンドＭＡＣ制御要素）が送信されたに基づいてＴＡ値をどのＵＬ
　ＣＣセットに適用してよいか決定することができる。たとえば、ＴＡ値が適用されるＵ
Ｌ　ＣＣセットは、このＤＬキャリアと対になるＵＬキャリアが属するＵＬ　ＣＣセット
として決定することができる。ＵＬ　ＣＣセットが周波数帯に対応する場合、ＴＡ値は、
コマンドが送信されるＤＬキャリアと同じ帯域のＵＬ　ＣＣセットに適用することができ
る。あるいは、ＤＬキャリアとＵＬ　ＣＣセットの間の対応は、明示的に知らせることが
できる。
【００６６】
　実施形態は、サービングセルについて周波数帯を定義することができ、たとえばＤＬキ
ャリア、一部の実施形態ではサービングセルを形成するＵＬキャリアについて一緒に定義
できることを企図している。またタイミングアドバンスは、同じ周波数帯に対応するサー
ビングセルの一部またはすべてのＵＬキャリアに適用することができる。実施形態は、タ
イムアライメントコマンド（ＴＡＣ）に適用可能な帯域を識別するための少なくとも２つ
の技法を企図している。適用可能な帯域は、それ自体が同じ周波数帯の一部であり得る特
定のダウンリンクキャリア内のＴＡＣの受信に結び付けてもよいし、結び付けなくてもよ
い。実施形態は、ＴＡＣが受信され、ＴＡＣが受信されるキャリアの周波数帯の一部また
はすべてのＵＬキャリアに適用され得ること（たとえば適用可能な帯域の暗黙的な識別）
を企図している。あるいは、またはさらに、ＴＡＣは、どこかで受信され、ＴＡＣ自体の
中に示され得る（たとえば適用可能な帯域の明示的な識別）周波数帯のすべてのＵＬキャ
リアに適用されてよい。
【００６７】
　実施形態は、ＴＡを含み得るＭＡＣ　ＣＥを、サービングセルのＤＬ上で受信できるこ
とを企図している。ＷＴＲＵは、サービングセルの対応するＵＬ　ＣＣがどのＵＬ　ＣＣ
セットに属し得るか決定することができる。ＷＴＲＵは、決定されたＵＬ　ＣＣセットに
属し得るすべてのサービングセルのＵＬ　ＣＣ（および／またはすべてのＵＬ　ＣＣ）に
、受信されたＴＡを適用することができる。実施形態は、ＵＬ　ＣＣをＤＬ　ＣＣと対に
することは一意（たとえば１つのＤＬにつき１つのＵＬ）であってよいことを企図してい
る。実施形態は、対がセットの一部であり得ることをも企図しており、ただし、セットの
一部であることの基準は、セットのすべてのＵＬ　ＣＣが同じＴＡ要件を有することであ
り得る。
【００６８】
　あるいは、ＷＴＲＵは、コマンドで明示的に提供されてよいグループインデックスに基
づいて、ＴＡ値がどのＵＬ　ＣＣセットに適用されるか決定してもよい。たとえば、既存
の「タイミングアドバンスコマンドＭＡＣ制御要素」の２つの予備ビットを使用してもよ
いし、グループインデックスを含む新しいタイプのＭＡＣ制御要素を定義してもよい。タ
イミングアドバンスコマンドＭＡＣ　ＣＥが受信される場合、ＷＴＲＵは、グループイン
デックスを使用してＵＬ　ＣＣセットを識別することができ、対応するＵＬ　ＣＣセット
のＴＡＴを開始／再開することができる。
【００６９】
　あるいは、ネットワークは、ＷＴＲＵにＴＡ値を提供するために、いずれかの他の形の
個別のシグナリングを使用してよい。ネットワークは、このＴＡ値にどのＵＬ　ＣＣセッ
トを関連付けることができるか示すために、このメッセージにＣＣ「グループインデック
ス」を組み込んでよい。
【００７０】
　やはり、あるいはＷＴＲＵは、ＵＬ　ＣＣセットのＴＡＴが終了すると特定のＵＬ　Ｃ
ＣセットにＴＡ値を適用するために、上記に述べられた初期ＴＡ確立と同じ手順に従い、
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ＵＬタイミングアライメントを再確立することができる。必要である場合は、ＴＡの取得
を行うことができる。あるいは、ＷＴＲＵは、個別のシグナリングで提供されるグループ
インデックスに基づいて、対応するＵＬ　ＣＣセットのＴＡを再確立するためにどのＲＡ
ＣＨリソースを使用するか決定することができる。次いで、ＷＴＲＵは、上述されたラン
ダムアクセス手順を繰り返すことができる。
【００７１】
　別の案では、ネットワークは、対応するＵＬ　ＣＣセット用に以前に使用されたＴＡ値
を提供するために、既存のタイミングアドバンスコマンドＭＡＣ　ＣＥを使用してもよい
し、他の任意の形の個別シグナリングを使用してもよい。ネットワークは、ＴＡＴの終了
後に、十分な時間量（このために新しいタイマが定義され得る）の範囲内でこの機構を使
用することができる。次いで、ＷＴＲＵは、このＴＡ値を使用して、このＵＬ　ＣＣにつ
いてのＲＡ手順を実施せずに、対応するＴＡＴを開始／再開することができる。
【００７２】
　特定のＵＬ　ＣＣセットについて（または単一のＴＡＴがある場合、すべての構成され
たＵＬ　ＣＣについて）ＴＡＴが終了すると、ＷＴＲＵは、ＵＬ　ＣＣセットのＵＬキャ
リア部分のＵＬ－ＳＣＨに対応するすべてのＨＡＲＱバッファをフラッシュしてよい。
【００７３】
　対応するローカルのＮＡＣＫもまた、ＲＬＣサブレイヤに示すことができる。ＵＬ　Ｃ
Ｃセットの一部であるＵＬキャリアの任意の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）またはＳＲＳ構成を、ＴＡＴが終了すると解放することができる。ＰＣｅｌｌ　ＤＬな
どの特定のＤＬキャリアを除いて、こうしたＰＵＣＣＨを介してフィードバックが送信さ
れるどんなＤＬキャリアについても、ＷＴＲＵは、下記のうちの少なくとも１つを実施す
ることができる。ＷＴＲＵは、このＤＬキャリアについてＰＤＳＣＨ処理（たとえばバッ
ファリング／復号化）を停止し、ＤＬキャリアを非アクティブ化し、このＤＬキャリアの
ＰＤＳＣＨ構成を解放し、このＤＬキャリアについてＰＤＣＣＨ構成を解放し、このＤＬ
キャリアに適用可能なＰＲＡＣＨ構成を解放し、かつ／またはＤＬキャリアに関係する構
成のどんな部分をも解放する。
【００７４】
　ＵＬ　ＣＣセットのＵＬキャリア部分に適用可能などんなアップリンク許可も、終了時
にクリアすることができる。さらに、ＵＬ　ＣＣセットの一部であってよいＵＬキャリア
に対応するリソース上でフィードバックをそれについて提供できるどんなダウンリンク割
当てをもクリアすることができる。
【００７５】
　ＵＬ　ＣＣセットの一部であるＵＬキャリア上のＰＵＳＣＨ構成は、解放することがで
きる。しかし、これは、ＰＣｅｌｌ　ＵＬなど、特定のＵＬキャリアには適用することが
できない。
【００７６】
　ＵＬ　ＣＣセットの一部であるＵＬキャリア上のＰＵＳＣＨは、非アクティブ化するこ
とができる。しかし、これは、ＰＣｅｌｌ　ＵＬなど、特定のＵＬキャリアには適用する
ことができない。これらのキャリア上のＰＵＳＣＨは、ＵＬ　ＣＣセットに適用可能なタ
イミングアドバンスコマンドがその後に受信されると、非アクティブ化されてよい。
【００７７】
　個別のシグナリングを使用して受信できるＰＵＣＣＨ構成、たとえばＵＬ　ＣＣセット
の一部であるＷＴＲＵの構成のＵＬ　ＣＣ（たとえばＰＣｅｌｌ　ＵＬ）の、複数のＤＬ
　ＣＣに対応する制御情報のためのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎおよび／またはＣＱＩ／ＰＭＩ／Ｒ
Ｉへの明示的なリソース割当てのためのＲ１０構成が、無効にされてよい。たとえば、Ｗ
ＴＲＵは、個別のＰＵＣＣＨ構成（の少なくとも一部）を維持してよいが、恐らくＷＴＲ
ＵがＵＬ　ＣＣに有効なタイミングアドバンスを有するまで、構成に対応するリソース上
で送信しないことがある。これは、ＰＣｅｌｌ　ＵＬのＴＡＴが終了するからであり、Ｗ
ＴＲＵは、ＰＣｅｌｌ　ＵＬ上のＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎを無効にし／削除し、Ｒ８／９　Ａ



(19) JP 5702806 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

／Ｎ動作に戻ってよい。ＷＴＲＵは、ＵＬ　ＣＣ（たとえばＰＣＣ）で送信されたＨＡＲ
Ｑフィードバック用のＡ／Ｎリソースを動的に選択することに戻ることができ、かつ／ま
たは、ＷＴＲＵは、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩのＰＵＣＣＨリソース上のＣＱＩ／ＰＭＩ／Ｒ
Ｉの送信を停止することができる。
【００７８】
　個別のシグナリングを使用して受信されてよいＰＵＣＣＨ構成を解放することもでき、
たとえばＷＴＲＵは、個別のＰＵＣＣＨ構成を完全に削除してもよいし、少なくとも一部
を削除してもよい。たとえば、ＵＬ　ＣＣの一部であるＷＴＲＵの構成のＵＬ　ＣＣ（た
とえばＰＣｅｌｌ　ＵＬ）の、複数のＤＬ　ＣＣに対応する制御情報のためのＨＡＲＱ　
Ａ／Ｎおよび／またはＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩへの明示的なリソース割当てのためのＲ１０
構成が解放されてよい。ＷＴＲＵは、ＵＬ　ＣＣ（たとえばＰＣＣ）で送信されたＨＡＲ
Ｑフィードバック用のＡ／Ｎリソースを動的に選択することに戻ることができ、かつ／ま
たは、ＷＴＲＵは、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩのＰＵＣＣＨリソース上のＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ
の送信を停止することができる。
【００７９】
　一例として、ＰＣｅｌｌ　ＵＬのＴＡＴが終了すると、ＷＴＲＵは、明示的なＲ１０　
ＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎリソース割当てを無効にし、かつ／またはＰＣｅｌｌ　ＵＬのＣＱＩ
／ＰＭＩ／ＲＩのためのＲ１０　ＰＵＣＣＨ構成を解放してよい。
【００８０】
　（ＰＵＣＣＨとＰＣＣが切り離され、ＰＣｅｌｌ　ＤＬに基づいてＰＣｅｌｌ　ＵＬが
定義され得ると多分見なして）ＰＵＣＣＨ構成を有するＳＣｅｌｌ　ＵＬのＴＡＴが終了
するので、ＷＴＲＵは、ＰＣｅｌｌ　ＵＬのＰＵＣＣＨ構成に切り換わることができる。
ＵＬ　ＣＣがタイムアライメントされていると依然として見なされている（たとえば、Ｕ
Ｌ　ＣＣは、ＴＡがもはや有効でないＵＬ　ＣＣセットの一部ではない）ＷＴＲＵ構成の
ＵＬ　ＣＣ（たとえばＰＣｅｌｌ　ＵＬ）の個別ＰＵＣＣＨ構成（複数のＤＬ　ＣＣに対
応する制御情報用のＨＡＲＱ　Ａ／Ｎおよび／またはＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩのためのＲ１
０構成）を再構成することができる。たとえば、ＷＴＲＵは、有効なＴＡを依然として有
し得るＵＬ　ＣＣ上の再構成されたリソース（たとえばＰＣｅｌｌ　ＵＬ）に関するアッ
プリンク制御情報をＷＴＲＵが送信するように、そのＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎ構成から異なる
リソースを選んでよい。また、例を挙げると、これは、第１のＵＬ　ＣＣについてＴＡが
失われるとき第１のＵＬ　ＣＣ上の構成されたリソース（たとえばＡ／Ｎ用）と、第２の
ＵＬ　ＣＣ上の構成されたリソース（たとえばＰＣｅｌｌ　ＵＬ）との間の切換え、また
は１つまたは複数のＳ　ＣｅｌｌについてＴＡが終了すると（また恐らく暗黙的な非アク
ティブ化が行われると）、たとえばＰＣＣ上で異なる専用のリソース（たとえばＣＱＩ／
ＰＭＩ／ＲＩ用）を使用することに等価と見なすことができる。
【００８１】
　ＴＡＴが終了するので、ＷＴＲＵは、ＰＣｅｌｌ　ＤＬのＲＡＣＨを実施することだけ
が許され得る。実施形態は、ＴＡがもはや有効でないことがあるＵＬ　ＣＣセットの一部
であるＳＣｅｌｌ　ＵＬに対応するそのＲＡＣＨリソースをＷＴＲＵが無効にし、かつ／
またはＷＴＲＵの構成から削除できることを企図している。換言すると、一部の実施形態
では、ＷＴＲＵは、Ｒ８／９選択および送信原理に従って単一のキャリア操作を使用して
ＵＬ／ＤＬ　ＣＣ対（たとえばＰＣｅｌｌ）上でランダムアクセス（ＲＡＣＨ）だけを開
始することができる。
【００８２】
　また、ＴＡＴが終了するので、ＷＴＲＵは、有効なＴＡを後に取り戻すことができ、Ｗ
ＴＲＵは、その構成のすべてのＵＬ／ＤＬ　ＣＣ対のＲ８／９に戻ってよい。ＷＴＲＵは
、ＵＬ　ＣＣに有効なＴＡをその後に回復する場合、ＰＵＣＣＨ上のＡ／Ｎ送信のための
Ｒ８／９動作に戻り、ＵＬ　ＣＣのＰＵＣＣＨリソース上で送信することに戻ることがで
き、このリソースは、下記の少なくとも１つに基づいて決定される：ＤＬ割当てのために
ＷＴＲＵがＰＤＣＣＨの復号化に成功する、ＤＬ　ＣＣのＵＬ／ＤＬリンク付け；または
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、対応するＤＬ　ＣＣ（たとえばＰＣＣ用）のＳＩでブロードキャストされ、または個別
のやり方で（たとえばＳＣＣ用に）受信されたＰＵＣＣＨ領域内のリソースの使用。
【００８３】
　一例として、ＴＡＴが終了すると、ＷＴＲＵは、その構成のＳＣｅｌｌ内でランダムア
クセスを実施するためのリソースを含めて、ＷＴＲＵのマルチキャリア構成を維持するこ
とができ、この場合、各ＣＣ対（たとえばＷＴＲＵの構成のＰＣｅｌｌまたはＳＣｅｌｌ
対）について、ＷＴＲＵは、たとえばランダムアクセス手順の間にＴＡコマンドを受信す
るとき、有効なＴＡを回復すると、ＰＵＣＣＨ上のＡ／Ｎ送信にＲｅｌ－８／９動作を適
用することができる
【００８４】
　実施形態は、サービングセルが、タイマ終了前のダウンリンク１次キャリア（たとえば
ＰＣｅｌｌ）に対応することがあり、または、ＷＴＲＵがＵＬ　ＣＣセットに有効なタイ
ムアライメントをもたない（たとえば、タイミングアドバンスタイマが実行されていない
）場合、ＷＴＲＵが単一のキャリア（たとえばＲ８／９）操作に戻ってよいことを企図し
ている。
【００８５】
　上述された方法はすべて、ＴＡＴ終了に適用可能であってよく、暗黙的なＳＣｅｌｌ非
アクティブ化（Ａ／ＮおよびＣＱＩ）に等しく適用可能とすることもできる。また上記方
法は、ＳＣｅｌｌの非アクティブ化（非アクティブ化されたＳＣｅｌｌに対応するアップ
リンクリソースをＷＴＲＵが使用することを禁じるという点で類似の特性を有するが、た
とえばＴＡＴと異なるタイマを使用した明示的または暗黙的な非アクティブ化）、または
ＷＴＲＵ構成のＵＬ　ＣＣ（たとえば　ＳＣｅｌｌ　ＵＬ）を削除する明示的な再構成が
行われると適用可能であってよい。
【００８６】
　さらに、上記方法では、ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨ上のＡ／Ｎの送信のためにＲ８／９動
作に戻ってよい（たとえばＰＵＣＣＨリソースの動的な選択）。たとえば、ＴＡＴは、終
了することがあり、ＷＴＲＵは、少なくとも１つのＳＣｅｌｌ　ＤＬを含めて構成を有す
ることができ、サブフレーム内で２つ以上のキャリアについてのアップリンク制御情報を
送信する手段をＷＴＲＵがまず回復するまで、たとえばＷＴＲＵが再構成されるまで、Ｗ
ＴＲＵが２つ以上のＤＬ　ＣＣの間、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎフィードバックおよび／またはＣ
ＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを送信することが不可能となり得る（たとえばＷＴＲＵが複数のＤＬ
　ＣＣを有し、ＲＡＣＨ手順の間、Ａ／Ｎ用の単一のＲ８／９　ＰＵＣＣＨリソースだけ
をＷＴＲＵが使用できる状況になり得る）。具体的には、ＷＴＲＵがランダムアクセス手
順の間に単一のＵＬ　ＣＣ（たとえばＰＣｅｌｌ　ＵＬ）内にＡ／Ｎフィードバックだけ
を送信してよい場合、ランダムアクセスでは、再構成は、コンテンションベースのＲＡで
はＲＡ「ｍｓｇ４」の受信より後に起こることも、コンテンションなしのＲＡの場合では
ＲＡ「ｍｓｇ２」の受信の後に続く第１のＰＤＳＣＨ割当てより後に起こることもある。
【００８７】
　実施形態は、所与のサブフレームでＷＴＲＵが２つ以上のＤＬ割当てを受信する（ＷＴ
ＲＵが所与のサブフレームで複数のＰＤＣＣＨの復号化に成功し得る）場合、ＰＣｅｌｌ
　ＤＬのＰＤＳＣＨを考慮できるＷＴＲＵは、ＰＣｅｌｌ　ＤＬ上だけで受信されるＤＬ
割当てに従ってＡ／Ｎフィードバックを生成することができる。
【００８８】
　ＷＴＲＵが所与のサブフレームで２つ以上のＤＬ割当てを受信する（ＷＴＲＵが所与の
サブフレームで複数のＰＤＣＣＨの復号化に成功し得る）場合、進行中のＲＡＣＨ手順に
使用されたＤＬ　ＣＣのＰＤＳＣＨについて考慮することができるＷＴＲＵは、たとえば
ＲＡ　ｍｓｇ１（たとえばＲＡＣＨプリアンブル）の送信用に使用されたＵＬ　ＣＣに関
連する／リンクされたＤＬ　ＣＣ上で受信されたＤＬ送信、および／またはＲＡ　ｍｓｇ
３の送信（たとえば以前に受信されたＲＡ応答で許可されたリソースを使用した送信）へ
のＡ／Ｎフィードバックを生成してよい。
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【００８９】
　上記に述べられた実施形態のいずれについても、ＷＴＲＵは、（Ａ／Ｎのために）Ｒ８
／９選択および送信に従ってＰＣｅｌｌ　ＵＬ上のＰＵＣＣＨリソースで送信することが
でき、またはＷＴＲＵは、ＰＣｅｌｌ　ＵＬ上でＲ８／９　Ａ／Ｎを送信してよい。ＷＴ
ＲＵは、Ｒ８／９選択および送信に従って、Ａ／Ｎフィードバックがそのために生成され
たＤＬ　ＣＣに関連する／リンクされたＵＬ　ＣＣ上のＰＵＣＣＨリソース上で送信する
ことも、リンクされたＳＣｅｌｌ　ＵＬ上でＲ８／９　Ａ／Ｎを送信することもでき、ま
たは、ＷＴＲＵは、送信を控えてよく、たとえばＷＴＲＵは、フィードバックを送信しな
いことがあり、送信されたＤＬ割当てを恐らく無視することも、これをエラー状況と見な
すこともある。
【００９０】
　同じ周波数帯のすべてのＵＬキャリア部分が同じＵＬ　ＣＣセットの一部であると決定
することを含む、複数のアップリンクキャリアとのタイムアライメントを維持するための
方法が開示される。ＷＴＲＵは、各ＵＬ　ＣＣセットの数ビットのグループインデックス
を定義することによって、複数のＴＡを使用できることを知らせる。ランダムアクセス応
答メッセージで受信されたタイミングアドバンスコマンドは、ＵＬ　ＣＣセットの各ＵＬ
キャリアにＴＡ値を適用するために使用される。ＷＴＲＵは、たとえばタイミングアドバ
ンスコマンドＭＡＣ制御要素によって、どのＤＬキャリアからコマンドが送信されたかに
基づいて、どのＵＬ　ＣＣセットにＴＡ値を適用するか決定することができる。ＷＴＲＵ
は、コマンドで明示的に提供されているグループインデックスに基づいて、どのＵＬ　Ｃ
Ｃ　セットにＴＡ値を適用するか決定することができる。ＷＴＲＵは、ＴＡＴが終了する
と、マルチキャリア構成（たとえば１つまたは複数のＳＣｅｌｌｓの構成）の少なくとも
一部を解放する。たとえば、ＷＴＲＵは、それぞれのＳＣｅｌｌ　ＵＬが、タイミングア
ライメントがもはや有効でないＵＬ　ＣＣセットの一部であるすべてのＳＣｅｌｌの構成
を解放してよい。あるいは、たとえばＷＴＲＵは、ＰＣｅｌｌのタイミングアライメント
がもはや有効でない場合、すべてのＳＣｅｌｌｓの構成を解放してよい。
【００９１】
　ＷＴＲＵおよび／または基地局（または基地局もしくはｅＮｏｄｅ　Ｂ）の機能または
能力を対象とする本明細書に述べられた諸実施形態のいずれもが、開示された機能または
能力を実施するように構成された１つまたは複数のプロセッサによって実装されてよいこ
とを理解されたい。たとえば、図１Ｂに関して述べられたプロセッサ１１８は、本明細書
に全体的または部分的に開示された様々なＷＴＲＵ機能および能力の一部またはすべてを
実施するように構成されてよい。また、例を挙げると、図１Ｃに関して述べられた基地局
（基地ノード）またはｅＮｏｄｅ　Ｂに含まれたプロセッサは、本明細書に全体的または
部分的に開示された様々な基地ノードまたはｅＮｏｄｅ　Ｂ機能および能力の一部または
すべてを実施するように構成されてよい。
【００９２】
　図２では、例示的な実施形態は、少なくとも一部は、２０２で、ＷＴＲＵがそれで動作
可能であり得る１つまたは複数のアップリンクキャリア、または無線通信網内で動作可能
であってよい１つまたは複数のアップリンクキャリアを識別するように構成され得るワイ
ヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を企図している。２０４で、ＷＴＲＵは、１つまたは
複数のアップリンクコンポーネントキャリアセット（ＵＬ　ＣＣセット）を決定するよう
に構成することもできる。ＵＬ　ＣＣセットはそれぞれ、アップリンクキャリアのうちの
１つまたは複数を備えてよく、各々のＵＬ　ＣＣセットを備えてよい１つまたは複数のア
ップリンクキャリアはそれぞれ、同じタイミングアドバンス（ＴＡ）で動作可能であって
よい。ＷＴＲＵは、１つまたは複数のアップリンクキャリアのどれが１つまたは複数のＵ
Ｌ　ＣＣセットに対応し得るかの所定の識別に基づいてＵＬ　ＣＣセットの１つまたは複
数のグループを決定するように構成されてよい。２０６で、ＷＴＲＵは、少なくとも１つ
のＵＬ　ＣＣセットを選択し、２０８で、選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセット
のランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）通信が可能であってよい１つまたは複数のアッ
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プリンクキャリアのうちの少なくとも１つを識別するようにするように構成することもで
きる。２１０で、ＷＴＲＵは、選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットについて、
識別された１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの少なくとも１つのキャリア上
でＲＡＣＨ通信を開始して、２１２で、ＲＡＣＨ通信に応答してＴＡ値を受信するように
構成されてよい。ＷＴＲＵは、２１４で、選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセット
を備える１つまたは複数のアップリンクキャリアの各々にＴＡ値を適用するようにさらに
構成されてよい。
【００９３】
　実施形態は、選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットが、関連するタイムアライ
メントタイマ（ＴＡＴ）を有することができ、２１６で、ＷＴＲＵがＴＡＴを開始し、ま
たはＴＡＴを再開するようにさらに構成されてよいことを企図している。図３を参照する
と、ＷＴＲＵは、３０２で、信号がＴＡ値を含み得るダウンリンクキャリアを介して信号
を受信するように構成することもできる。ＷＴＲＵは、３０４で、ダウンリンクキャリア
と対になり得る１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの少なくとも１つを識別し
、３０６で、ダウンリンクキャリアと対になり得る１つまたは複数のアップリンクキャリ
アのうちの少なくとも１つに対応し得る１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットのうちの少な
くとも１つを識別することができる。ＷＴＲＵは、３０８で、１つまたは複数のＵＬ　Ｃ
Ｃセットのうちの識別された少なくとも１つを備える１つまたは複数のアップリンクキャ
リアのそれぞれにＴＡ値を適用してよい。
【００９４】
　図４を参照すると、実施形態は、１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットが、各々の周波数
帯に対応してよく、ＷＴＲＵが、４０２で、信号がＴＡ値を含み得るダウンリンクキャリ
アを介して信号を受信するよう構成され得ることを企図している。ＷＴＲＵは、４０４で
、ダウンリンクキャリアに対応する周波数帯を識別し、それぞれの周波数帯がダウンリン
クキャリアの周波数帯に対応し得る１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットのうちの少なくと
も１つを識別するように構成されてよい。ＷＴＲＵは、４０６で、１つまたは複数のＵＬ
　ＣＣセットのうちの識別された少なくとも１つを備えてよい１つまたは複数のアップリ
ンクキャリアのそれぞれにＴＡ値を適用してよい。
【００９５】
　図５を参照すると、実施形態は、選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセットが、個
別の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）構成を有する少なくとも１つのアップ
リンクキャリアを含んでよいことを企図している。ＷＴＲＵは、５０２で、ＴＡＴが終了
すると、ＰＵＣＣＨに対応するリソース上で送信するのをやめるように構成されてよい。
あるいは、またはさらに、ＷＴＲＵは、５０４で、ＴＡＴが終了すると、ＰＵＣＣＨ構成
の少なくとも一部を削除するように構成されてよい。やはり、あるいはまたはさらに、Ｗ
ＴＲＵは、５０６で、ＴＡＴが終了すると、選択された少なくとも１つのＵＬ　ＣＣセッ
トの構成から１つまたは複数のＲＡＣＨリソースを削除するように構成されてよい。
【００９６】
　図６を参照すると、実施形態は、進化型Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮｏｄｅ　Ｂ）などのワイヤ
レスネットワークリソースが少なくとも一部、６０２で、ｅＮｏｄｅ　Ｂ（または無線ネ
ットワーク）がそれで動作可能であり得る１つまたは複数のアップリンクキャリアを識別
するように構成されてよい。ｅＮｏｄｅ　Ｂは、６０４で、１つまたは複数のインデック
スを決定するように構成されてよい。１つまたは複数のインデックスはそれぞれ、１つま
たは複数のアップリンクコンポーネントキャリアセット（ＵＬ　ＣＣセット）にそれぞれ
対応してよい。また、ＵＬ　ＣＣセットはそれぞれ、アップリンクキャリアのうちの１つ
または複数を備えてよく、各々のＵＬ　ＣＣセットを備える１つまたは複数のアップリン
クキャリアがそれぞれ、同じタイミングアドバンス（ＴＡ）で動作可能であってよい。ｅ
Ｎｏｄｅ　Ｂは、６０６で、１つまたは複数のインデックスを送信するように構成されて
よい。
【００９７】
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　実施形態は、ｅＮｏｄｅ　Ｂが、６０８で、１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットのうち
の少なくとも１つを備える１つまたは複数のアップリンクキャリアのうちの少なくとも１
つのキャリア上でＲＡＣＨ通信を受信するように構成されてよく、６１０で、ＲＡＣＨ通
信に応答してＴＡ値を送信してよいことを企図している。ＴＡ値は、１つまたは複数のＵ
Ｌ　ＣＣセットのうちの少なくとも１つを備える１つまたは複数のアップリンクキャリア
のそれぞれに適用可能あってよい。あるいはまたはさらに、ｅＮｏｄｅ　Ｂは、６１２で
、ＴＡ値とインジケータとを含んでよい信号を送信するように構成されてよい。インジケ
ータは、たとえばグループインデックスであってよい。インジケータは、ＴＡ値が適用可
能であり得る１つまたは複数のＵＬ　ＣＣセットのうちの少なくとも１つを示してよい。
【００９８】
　特徴および要素について上記に特定の組合せで述べられたが、それぞれの特徴または要
素は、単独に使用されてもよいし、他の特徴および要素との任意の組合せで使用されても
よいことが当業者には理解されよう。さらに、本明細書に述べられた方法は、コンピュー
タまたはプロセッサによって実行するためにコンピュータ読取り可能媒体に組み込まれた
コンピュータプログラム、ソフトウェアまたはファームウェアで実装されてよい。コンピ
ュータ読取り可能媒体の例は、電子信号（有線接続または無線接続を介して送信される）
およびコンピュータ読取り可能記憶媒体を含む。コンピュータ読取り可能記憶媒体の例に
は、それだけに限らないが、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（Ｒ
ＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体記憶デバイス、内部ハードディスクおよび
取外し可能ディスクなどの磁気媒体、磁気光媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよび
ＤＶＤ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｋ）などの光媒体が含まれる。Ｗ
ＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣまたは任意のホストコンピュータで使用する無線周
波数トランシーバを実装するために、ソフトウェアに関連するプロセッサが使用されてよ
い。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図６】
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